
(4)安全・安心教育特別講義

高橋 和雄

安全・安心教育特別講義は安全・安心に根ざしたものづくりができる技術者を育成する

ための入門科目で， 1年生に対して行うものである。安全工学の専門家が安全なものづく

りの考え方について l年生にもわかりやすく概説する講演，および雲仙普賢岳，斜面都市，

企業の事故などの問題に取り組んできた地域企業や官庁などから招いた講師による講演を

行った。教職員・学生をはじめ，地域一般にも開放して，安全・安心に関する意識の高揚

を図っている。

平成22年度の安全・安心教育特別講義は，災害の安全安心に関する内容で工学部高橋和

雄が担当した。自然災害に対する安全安心の考え方を紹介するとともに，わが国の地震，

火山噴火，洪水，雪害等の発生頻度・外力の大きさ，現在の防災対策の現状，経済・社会

状況を踏まえた災害対策の課題，長崎の災害環境についての講義を実施した。自然災害に

対する対策は，工学技術の活用に加えて，自助・公助が重要なことを示した。

なお，この安全・安心教育特別講義は工学部 FDとしても，開催された。
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平成 22年4月 22日

工学部教職員各位

工学部長

工学部「安全・安心教育特別講演会Jの開催について(ご案内)

工学部では、平成 18年度に「健全な社会を支える技術者の育成」プログラムが文部

科学省現代的教育ニーズ取組支援フ。ログラム(現代Gp) の採択を契機に、教職員のご

協力をいただき、安全安心ものづくり教育を推進しております。

GP事業の採択期間は平成 20年度で終了いたしましたが、今年度も安全安心ものづ

くり教育の一環として、下記のとおり「安全・安心教育特別講演会」を開催いたします。

本講演会は、安全安心の専門家をお招きしてご講演を頂くことにより、安全・安心に

関する意識の高揚を図ることを目的としております。今年度は特に長崎県の防災事業に

おいて長年指導的役割を果たしてこられました本学部の高橋和雄教授にご講演をお願い

しております。

つきましては、各学科の 2年次生及び教職員の参加を頂きたくご案内いたします。

なお、 2年次生への周知は、別添の掲示及び授業担当教員等を通じてお原晶、します。

ロぃ一三ロ

1. 日時:平 成 22年 5月 11日(火) 1 6時 20分'"'-'1 7時 50分(予定)

2. 場所:全学教育講義棟201番教室

3. 主催:安全工学教育センター

共催:教育改善実施委員会・教務委員会

4. 講演会次第

(1)学部長挨拶

(2)講演 「自然災害における安全安心」

工学部教授(社会開発工学科)高橋和雄先生

(3) 参加対象 2年次生及び教職員(第 31回工学部FDを兼ねる。)

※教職員には、 FD受講証明書を発行する。

※2年次生には、出欠カード、アンケートを取る。

※その他学内教職員も自由に参加可能
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|哩
平成22年度安全安心特別講義

「自然災害における安全安心」

。

平成22年5月11日

高橋和雄

長崎大学工学部

国民の安心・安全を脅かす要因
国土交通白書

テロ事件

Cヨ

以前と比べた安全度の変化

35.6 51.0 

20 40 60 

仁=コ 以前と比べ、 安全になった
仁三コ 変わらない

目。

cコ 以前と比べ、安全でなくなった
E二コわからない

n=312 

100(.%') 

資料)国土交通省
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I~草

自然災害における安全安心と

自己紹介

今の日本における自然災害、事故及び

テロに対す石安全性

O 

42.1 

20 40 60 80 

E二コ安全だと恩う
E二コ どちらかといえば安全だと思う
仁三コ どちらかといえば危険だと思う
E二コ危~*だと思う
E二コ わからない

100(.%') 

資料)国土交通省

「安全」とは?

• r安全JCsafety) :完全無欠を意味するラテ

ン語Csollus)に由来

• r安全」とは?q 危険と対比。

圃危険がない場所・もの

.備えがあるもの

.人，組織，公共物に損傷，損害がないと客観

的に判断されること

(千葉大学野口教授・京都大学矢守教授)



I~ 「安心」とは?
圃鳳晶

画「安心J(securityjpeace of mindjfreedom 
from care [anxiety]j(a sense of) relief 

.苦痛，恐怖，不安と対比

・家族など頼れる人がいること

.人と一緒のように心が落ち着くこと

.精神的欲求の充足を求める。
(ものよりも心での満足度を求めること)予想し
ないことは起きないと信じ，何かあったとしても受
け入れられると信じていること。

.主観的な判断が大きい。

安全安心は社会のための技術

-文理融合としての『社会のための技術』が必要。

.安心は、単lこ「心理」的な問題ではなく、人と人との
関係性、あるいは、社会情造にかかわる問題

.客観的な「安全」の確保を専門家や行政官に委ね、
一般の人びとはそれをベースに主観的・心理的な
「安心Jを獲得する(あるいは、前者の確保が不十分
であるために後者が保証されない)という〈関係性の
スタイル)(=(近代的なスタイル))

圃この〈近代的なスタイル〉の上に立って、日本をはじ
めとする先進諸国は、f安全・安心」について考えて
いる

(京都大学矢守教授 2009.9提案)

この関係性は、現在では破綻。公助から自動・共助へ
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安全から安心ヘ

.現代社会では，大量生産，大量消費の中

で，工学は主に人やものの安全に取り組
んで、きた。

.これからは， ものの質の向上とひとの心

のあり方(精神性)を大事にしていくことが

重要なことから，安心への取り組みが高

まっている。

~なぜ気遣い似ていいのか?
圃..  

.心配、気遣いがない状態=一見、心理的な
定義

・しかし、重要なことは、「なぜ気遣いしなくてい
いのか」

圃自分の代わりに、心配の種(各種のhazard)
について気遣ってくれる存在があるから

・近代化以降の社会:その役割は、それぞれの
心配の種に関する専門家や行政官が担って
いる

.多くの現代社会は、一般の人びとが気遣いを
「外化Jする(専門家や行政官に気遣いを委
ねる)ことを通じて「安心」を確保する、という
〈関係性のスタイル〉をとっている。

安心・安全に関わるセンター等の位置圏

|吹雪T2222|

|師品誌:A'-I

|帥昌広三ノター |

|畦1主総 ント|

横浜国立大学

安心・費量的科事研究徹宵

センター



長崎大学工学部の安全安心教育の目的

官 自然災害に関する連携型滅災システムの構鎮

rT.国~監誼笠の盤l!lliI!筆富の玄11
鍵曹崎署...骨週・a・-土・鍵書由己..~;llテム、
泊目脂質アセ~シt-..鍵!rl'Þt・骨作慮主・-鍵書敏割田・..

大'骨・・・.~目。".骨寵定
[2.堕係学会や雲量会の般置による研究領域の確立と組織聞の連鎗

日本111.....・日本鍵曹.厩.. 骨・1I.火山:1:.由.唱と宵..
九州・神田・医・立大'由連.

l3.災害関係の教材やアーカイブスの作成、情報鍵供
クルマ祉会と本書.直爾と鋼圃・市.火山噴火と栓金.火山:1:.入門

14.災轡慎査と被災地の復興支援
平膚21隼山口・事・九州事調鍵..15O)鍵書周董

~陸~盤査・重量澄動
防111司自鴎a・-随鍵土畏・・..・主随鍵・潰・-公園・・

アウトリーチ活動、ブリッジマン{車京大牢地震研究所広報アウトリーチ室、東観大学館田清陵先生}

内閣府中央防災会議専門調査会 2010.4

-回機を製磁境纏錫織溺信樹硲幽温~竺'----..1
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長崎大学工学部の安全安心教育

安全工学セミナー 産学連携プロジェクト実習

，、国よ，

新しい学会の立ち上げ等に参画

1火山工学の学問分野の創段 雲仙普賢岳の噴火災害が契機

土木学会に委員会寝置くハザードマップの作成.無人化施工〉
地震学→耐震工学、地震工学に対応
瓜.'W!T..長上+工 ち主

の"需主
2.日本災害復興学会 2008.1

21COEプログラム(関西学院大学)から学会

仙の火山災害が契機、その後阪神淡路大震災、新潟県中盤地震
=テ.市"+戸，の》蘭

法律・経済学の分野
3.日本災害情報学会 1999.6

東京大学社会情報研究所自主蹟井先生
長崎豪雨災害、雲仙の火山災害、阪神淡路大震災が契機

内閣府防災担当との懇談会(2008.9.6)



州管内の防災委員会の立ち上げ(国土交通省)

災害復旧対策から災害予防対策へ死傷者ゼロの時代

事前対策、緊急対策の支援、

顔の見える関係の構築(住民、行政、大学)

公助、共助、自助の役割分担

1.雲仙岳火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会

2.国土交通省九州地方整備局緊急災害対策派遣

ドクター(TEC-DCOTOR) ホームドクター方式

3.九州土砂災害懇談会 事前調査、災害時に支援

4.九州防災情報共有ネットワークの構築

ー1982畏崎厳繭災事

2009.1吉令書院

2 大災害来.

ー防げ国土刷自由ー

2008.11 7'ドスリー

3.火山工学入門

2009.7丸普

4 火山災害復興と社会

2009.11古今書院

第9巻豪雨と斜面都市
高繍和維著 ー 1982長筒濠繭災書一

食またヨ廃る奮司liIl;.U.
JI!，.予防のS隆司E・ζう

.開阪7..，・・・，.軍司限・.. ・句陶
.t~T...駒田帥釦蜘

興奮"舗間.・4糊"・・姐帆‘'‘・網""・..'"鋪克.......、... ・‘1-'ス.. 
. 酔叫血目白山山

凪賦町一間同酬……  ど"久......東... 費制LK・...
a刈自制'"気.1:.tr..cd h't.....'ItJI.....をg・..必.
山司B肉・"・偲.・eぞ・"""‘
.~l.・_ . -…一m
m ‘刷出崎山 間

回-

n 
m 
m 

車の冠水実験(2)

F-1f-1' 
4・b・・・.可園陸.

r"-
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KU42LJ占tP222J
碑'U"~YlT.

の冠水試験(つくぽ土木研究所で実施

.2008年

樹木県鹿沼市

アンダーパス等

.2008年冠水鼠隙

ジキル&ハイド

目覚ましテレビ

ご近所の底力

t大学等仰の危機管理マJ ル作成の
ガイド(自然災害編)の作成支援

一一一相由一一
-，ヒ・・信組噸1・"・7・"... 

-九州に多い台風・豪雨
文学司fO)ため@危.管理E -学生に対する安全管理
マ=~アル作.Ø)ガイド -安全衛生は教職員対象，...・・・・・

-雛形の提示

( 
-大学の様態に応じて充実
-都内の大学では帰宅する学生に... 剖.
水・食料の配布":10.，. 

a帽温".....・・・""岡田・・・・・ -安全・安心は保護者へのPR材料



工学フォーラム2009

.環境問題と同様に希望の多かった重要テーマ

回同時..  ~"'''''I山明司E 11:1 9，， 19目 {創 出型「ぷ怠:='I!，.~. m ~::.!;，.打開
「安司〉・安全jを支える科学技術とサステナブJj，な祉会の実現

叫同町 削 o. ..‘ 掴阻・ . ~司~ .. 置2・ 4喧益 雄:'!.:l...l・L 巴'副~ ... "!'a 1---..............-
官祖当z芯紅 白也品品.、.. 川....リ....立..戸四 [円.. 円.叩a悶叫，，)毘t認景占唄宅t宮目~詑::-.~官出s詰E出九.占~.描品z蒜=出3出沼. ..~.立:諒，自お.. ねa屯日t抗;拾r白.-涼E

帥 1噂ou.柑曲";..1'‘"柑.刷a嗣.叫臥111..1(鍵..  開.帽‘刷臆.帽庫亥酬" .H嗣'咽恵岡.‘首聞'削. .. 

|罫 I I喧 災害の定義

気象

災害

自然

災害
地変

災害

動物

災害

自然災害とは

災害の分類例

①風災害(風力、品潮、波浪、乱気流、竜巻等)、

②降雨災害(洪水、崖崩れ、内水氾濫、土石流出、

渇水、干ばつ等)、 ③雪害(積雪、融雪、吹雪)、

④酷寒災害(i東土、凍結、冷害等)、⑤霜害、⑥雷

害、等

⑪色震災害(震動、津波、山崩れ、崖崩れ、液状化

等)、 ②火山災害 (溶岩流、降灰、火砕流、泥流、

土石流、噴石等)、③土砂災害 (土石流、崖崩れ、

地すベり等)、等

①病原菌、 ②虫害、等
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災害対策基本法第2条

暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火

その他の異常な自然現象または大規模な火事もしく
は爆発その他その及ぼす被害の程度においてこれ
らに類する政令で定める原因により生じる被害をい

つ。

災害の構造



災害対策の対象規模
①官在最大規模既往最大の災害規模をとるもの

災害復旧の考え方 1 二度と繰り返さない

②確率論的規模.過去の実績からある確率年に対する災害規模を
とるもの.

土木構造物の設計外力(地震、風等)

③経済論的規模投資に対する経済的効率の高い規模をとるもの

費用(CO訂)対効果(BENEFIT)

防災施設には安全確保には限界がある0

.施設によるハード対策に加えて

-警戒避難による立三上蓋塞が必要。

災害対策の役割分担

①公助:行政による施設整備

気象警報"'、ザードマップの作成等の情報提供
大災害時には対応に限界がある

②共助近隣の協力、自主防災、ボランティア等

③自助:個人による備え(家具の固定、消火器の用意等)

・自助を支える工学技術の活用(災害の再現、防災
マップの作成等のWS)

-率先避難者
・災害時要援護者の避難(個人情報保護法によって
行政は対応できない

要救出助者の救出方法 I I里

同風車覇防.....児書巳よる人ぬ績曹の予濁JrQ祭製ヨ開掌VQL1$，同 .)

U抽 17}.同 1による.

総合的な対策の構成(水害の例)

;;;jjjiff: 「一史書予防

総合浩木一」
封軍|

」一覧害対応

「土地利用規制!行畠規制

氾草原管理一一一一一一一一←建物立どの酎木化
」温水区域の指定

ソフト対策

報

欄
背

事
ロ
ψ
m山
総

時

仲

間

木

洪

避

木

「
↑
ト
」ソフト対策

自助・共助・公助

正扇町鼠 『曲Jr描 Jr油』

日本の自然災害
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世界の災害に比較する日本の災害
包界"'.. ・区比"'"る8率.....

仁二豆亙互コ

i )ll¥"剛袖国土面積

I (ヨ)) 0.28% G5 
(!l)1剛肺叩3輔副I.O;f;r;ヲ、'Cn.......，.

~IJI :"':)いて'"咽地震踊.婿ω=J.蜜混2・~
をも"晴酢齢て作成

Cl.) ~・米山'"・奉加よそ 芳年以内"司自決Lた火山寄
四本 ' 0勺いて til;~.'"醤J陣については縛揮のスa
yニ7:.-tlJS!l!l輔a防火山間wに肉..，
..'て作成.

ヨ亘亘歪~〔 災害死者鰍(千人}

GE 日号
間 I'll ll=t-ら剛開制. -tr~~ドル~，to ' h;.

‘"ク..，医者'‘高実セν，ーペCAOHDWI時eも1:1:
肉羽.において..

【出 1111・"'~l'CICI・匁の倉肘.ζ健0・~lIIM.U:に
'時期借に"、て...

過去30年の地震と海溝型巨大地震等の震源域

昭和の3大台風と平成の3大台風に

よる被害の比較ー減災効果が大ー

規模・進路がほぼ同程度 体験の風化が心配

官申..  じ.芯11¥← Iニcケf二予Iτ?で?庁一でで.-ナ-ロI!主方主向:::t!t守4宅2企窃誌畠可-
1934年 9月21目 .戸台風 912 3.036 401.157 

1945年 9月17日 松崎台風 916 3.756 273.81掲

1959年 9月26日 伊"湾台風 930 5.098 誕認.611

11捌隼9月幻自 傭19号 "。 62 包 .965

1銭均年9月 3日 .13号 930 48 10.447 

2004年 9月 7日 .18号 945 45 8.196 

吾風の亨苓荘術の進歩と防波堤の整備 1/ /lU 1/o 

災害原因別死者・行方不明者の状況
(平成21年度防災白書)
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中央防災会議で

被害想定

減災プログラム策定
(被害を半分にする計画)

地震予知から

リアルヲイム地震防災へ

緊急地震速報

震度情報

主竺
7.1<量50mm-l00mm以

の誕生血数の推移

l.lt臨 柑 50m以上唱村監盟 ー 唱制量1∞-rr ~U噛H見主翠

"' 
策論

出盤町H且凪J)ぴ瞬同柿。岬圃同岨岬直明田t
"'"曲調~"帽 2.2倍

全国で発生
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地下洪水 2003年7月博多駅筑紫口

土砂災害危険箇所

① 土石流危険渓流 79，318渓流
(平成5年度公表)

② 地すベり危険箇所:11，288箇所 県北地区
(平成10年度公表)

③ 急傾斜地崩壊危険箇所・86，651箇所 長崎市等
(平成9年度公表)

低い整備率 20%程度

今後も整備は進まない見込み

土砂災害防止法ー保全対象に着目したソフト対策

土砂災害警戒区域と土砂災害特別警戒区域の指定イメージ
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短時間強雨の増加と水災害

神戸市の都賀川の急激な増水(5人死亡)
通称

(2008年7月28日14時14分 同14時58分)
神戸市監視カメラ

2009年那覇市ガーブ川 (4人死亡)

2008年 豊島区下水道管内(1人死亡)

鹿沼市東北道のアンダーパス(1人死亡)

密に配置できる水位計の開発(技術提案の公募)

サイレンの設置

九州における土砂災害発生件数および死者・行方不明者数
(国土交通省九州地方整備局取りまとめ)

【偽】【人】

剛一戸一一一一一"

被害件数2，550件(全国の21%)

死者・行方不明者58人(全国の25%)2.5倍

九州の面積:全国の10%

土砂災害防止法(2)

特定開発行為に対する許可制



高齢化の推移と将来推計
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犠牲者ゼ口を目指す取組み

自然災害の「犠牲者ゼロ」を目指す

ために早急に取り組むべき施策

平成19年12月

内閣府特命担当大臣(防災)

泉信也

』 最近の災害問犠牲者のうち高齢者の
I'!5.:I 占める割合

S害r.審理h量涯の災害による握牲者自う芭高島曹の占める割古

売膏・行方平明者仇} うち高働者(6) B/A 

平成16.!字 新潟 ・福島軍扇 16 13 81.3% 

平成16'芋 福井.扇 5 4 図。%

平成16年新溜県中盤地震 68 特 68.2% 

平成17年 台 風14号 29 初 69.0% 

平成1自年事賓 15:1 鈎 65.1% 

平成ゆ年新潟県中盤沖地震 14 11 78.6唱

資終各災害"1事る内網野作;0;の後帯維より作成

地方都市では、高齢 化・過疎化が進行、孤立集落のおそれ

災 害 時 要 援護 者の避難対 策 が 課 題

自然災害による要援護者の被災減少が課題

80 

60 

40 

20 

.2004年潟・福島の豪雨災害

・2005年豪雪

死傷者の65から80%が高齢者の被災 場震 シ 11.;11シ ス チ ム

過去10年の犠牲者とその要因

災容の祖傾 過去'0年の犠笹宥敵 鎗後裏囚の分頬と過去 '0，"の鎗役者. 事例

闘による・醐・-州 剖人 由

地震 回 人(7.6%) 障拙の温酬での関連死 ...，人 @ 

同 地(耐過労ι砂廟岬ト不明 30人

火山
。人(O.~叫

山積良による虫骨寵や慎吾骨量隼 。人 @ 
帽刷問、てU問U"'""問 E問叫

凪や大隔による土砂提書 1曲人 @ 

風水害 ....人 (&4.9悦}
且や"剤師障の外出聞の事鑑 1n人 ⑧ 

の悔{倒木、軍亮‘置担からの蕗下寄} ，.，人

国平岡・平提計 18"人

.."における降・ゅの司匹彼 '13人 ⑧ 

賓客 434人{現4鴨) 骨髄(播雷，軍量の倒壇による生曹埋め等} ...，人

!I因不明・本第齢 ，.，人

その他 "人(1.2怖} ..否、...!il昆温度須. "人

合計 11田 人(1収用)

一一一一……一一一…4 ……一……一一一
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|時

新たな視点による
今回の取りまとめのポイント

i今回取りまとめた政府の取組はもとより、自分の身は i 
i自分で守る『自助』や地主要で助け合う「共助』も大切 i 

事例④・台風や大雨による土砂災害

団側由イメージ 1(術情・aω惨うに)
台昆の際に.山が刷れて一司 10高・・・・陣書密入居・lIt‘防災槌11.遂毘府への.11的な

金民生き壇め!E 土砂災書対後

ー。平成11..までに盟国箇慨について初筆在実録

(齢制;t/I1j金自・えが電車轟4同に)
。土砂lI!寄に対するハザードマ''':I~~作成・観11震温
ー・平成....までに企&JI!・危.箇lIiが存在する傘市町村

においてハザードマップを作成し、これにa‘づ'防JI!..を
実績4・11m'‘}

ーや亀方公衆図体が..に作成できる支復ツールのE・・

0台a.a爾・1こ闘する気象情・・のlUI
一・平成封..までに.B!隆容で@台風予・を実績

吟事.，.隼.までに市町制・・t.，曹・・を..

{遭纏即時総IU'I~品衛fO\tl.占号に}
Oll!...置uの逓媛:1:11'"療の使途

ー・個による市町村モデル併置の策定や金寵キャラ，bの贋圃

寄を通じ.平感21..1震でを目当.，=、市町村において聾唖

健省情縄の峻a・集荷事を門期工湿のるための週飽食置プ

2009年山口豪雨災害

どれも間に合わなかった

災害時の行動心理と電話

50 

事例②震災後の避難所での関連死

I事例由イメージ1
・..のa.る・.IIIil'ら・れた量E・
房で・ヶ周にll.&:ll且盆屠~.
いられた植1I.ストレスにより惨

劇を創¥...心不念.で莞亡

[過去10年の犠牲者】

40人

['l"';16年額渇."'.息地量jに

おいては得役者曲人のうち13

人(19.1%)が遂般生活でのスト

レス等が原因で死亡し、広〈地

置によるショックやストレス寄で

死亡した人を含めれば.36人

(52宮..)に上る.

(噂心しZ竃量生活者遺机轟占号に)
O逮媛帳簿における鎗廠対債の実施

ーーエコノミークラス.・R・-ゃ..111盆・・eのA.催予防、食ゆ

...，除復舞金防止‘人ヱ軍筋...、のE・の.，撃

について、通知情5111集
0防災ボランティア渇臓の環....

司令平成田.鹿までに園董繊舗を行い‘揖鎗ミスマッ'‘

のボトルネックを傭濁

2009年山口豪雨災害

ではほぼ十分な対応

-J.. ~∞9年山口豪雨災害で被災した防府市
弓イフケア富砂 7人被災

~ 

-i緊急事態一一一
-・・』

(1)直面している事態の異常さ・重大さを認める
かどうか

(2)自体に適切な対応方法を知っているかどうか

(3)切迫感を感じるかどうか

怖い「正常化の偏見」

危険でも大丈夫だと思い込むこと(九州に多い
大雨に対して多い、気象警報発表の細分化)



災害警報等への対応行動

警報の特性、事前の準備度、個人的特性
社会的環境、物理的環境

情報行動、安全確保行動、被害軽減行動
移動行動

集合ストレス

電話のふくそう‘ 流書の伝播、帰宅ラッシュ、
交通の混乱、 買い出し、 預貯金引出客の殺到パヱツウ

を 電話は災害時にかかりにくい(2)

3)自動車電話、携帯電話(雲仙の災害時)

.119番通報が、近くの消防署ではなく、県

斤所在地につながることがある。

車での走行中(特に県境など)位置の確認

4)ふくそうの原因

.TVなどで放送されると見舞いの電話が市外

からかかってくる

|平L

1982長崎豪雨災害と教訓
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主 電話は災害時にかかりにくい(1)

1)電話のふくそう

-皆が一斉に使うので、かかりにくくなる(NTT
等が通話規制)

-防災機関や放送局などの重要加入電話は確
保される

・公衆電話は規制されない 近年利用が滅り，減少

2)停電時に使用できない機能がある

-多機能電話、 FAX、テレフォンカードは使用で
きない

.10円玉、 100円玉は使用できる
コインが一杯になり、入らない

電話の不通を補う携帯メール等の有効性
2005年3月20日福岡県西方沖地震の例)

1.災害時に携帯電話のインターネットとメールはスムーズに使用

・情報の把握や家族の安否確認 (2009年7月山口豪雨時には遅れ)

.パニックの防止に寄与

例 地 下鉄七隈線トンネル内

2.GPS機能付きの携帯電話で居場所の確認

伊l地下鉄七隈線トンネル肉

3災害伝言板の活用

'NTTの災害伝言ダイヤルr171J8万4000件

・携帯電話(ドコモとau) 4万4216件

4.携帯メールの活用(登録制)若い世代向き

・大雨洪水警報、避難勧告等の市役所防災からの一斉通報

.最寄の避難所の検索

5.ケーブルテレビ、コミュニティFMの活用

昭和57年7月23日の最大1時間降水量

最大1梅園降水量{帽;21日，脅か句219I時)



-i都市防災上の新しい課題

- 多量の車流出被害

- ライフラインの被害

- 近代ビルの地下動力施設の被害

- 文化財の保存と河川防災の融合

半壊した国の重要文化財眼鏡橋

災害の概要(記録)

人的被害

死者・行方不明者数 1299人

重傷者数 1 16人

軽傷者数 1789人
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被害額総計:約3，153億1千万円(長崎県内)

東長崎苦塚の国道34号の崩壊

道路が川になった中央橋バス停

長崎市浜町の中央橘バス停附近

主 災害の特性
(土砂災害)

斜面地に都市が形成・・・‘ 土砂災害の多発:4，457箇所(県内)

多くの死者・行方不明者(262名)

砂防えん堤 を・・・ 土石流を完全に補足
(昭和52年の災害
機に設置) ー圃ー.ι 砂防施設の有効性が

認識された

-大規模災害時における公的機関
の救助の限界 園時住民による自助・共助や

-ハード面の対策に制約 ソフト面の対策が必要
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災害の特性
(河川災害)

長崎市内を流れる3つの .....6.・人的被害(死者・行方不明者37名)
河川水系の浸水洪水 ー『・甚大な経済的被害

長崎市

被害拡大の原因

・河川勾配が急で短い
・長崎市は水害に配慮した都市構造ではない
(近代になって大水害の経験がなかったため)

1957年(昭和32年)諌早水害園田砂 の水害対策により被害小

・水害対策の有効性

出水による犠牲者の被災場所

自宅、自宅付近 1 2人

帰宅中、外出中

自動車 1 2人

見回り中

水害(豪雨)時の車の取り扱い

1 タイヤ半分(10cm)の水深

-早めに高台の安全な場所へ車を移すこと

2.ドアステップ(30cm)の水深

-車を歩道側に寄せて避難すること

.キーは付けたままにすること

3.洪水時の避難には車を使用しないこと

4.夜間の走行は避けること
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災害と都市機能

(交通機能)

・主要道路決壊、山崩れにより寸断

・国鉄、パス、路面電車等の設備、車両等にも
被害

・いずれも復旧には相当期間を要した

(乗車中の被災)

・死者:出水12名、土砂5名(推定)

・流された自動車 ダムアップの原因
交通の妨げ

・自動車の被害台数.約2万台

水位による車の状態

区 分 肉 t世ゴ胃・

(1)タイヤ半分(10cm)フレーキが利きにくくなる

マフラーからの水の逆流によ
(2)ドアステップ るエンジン内への水の浸入が

始まる

(3)ドア上10-20cm 車が浮く

(4)ドア半分 ドアが開けにくくなる

災害と都市機能
(ライフライン)

-上・下水道、電力、ガス等各地で寸断
・電話不通(設備の破損や轄穣による)

(地下室設備)

病院、ホテル、デパート等:地下室への浸水

i 
電気設備、空調設備、医療機器等が冠水し、
重要機能がマヒ 地下洪水の代表例



古 長崎防災都市構想と市民参加

O豪雨災害を踏まえた都市づくりのあり方
『長崎防災都市構想策定委員会J(地域の代表も参加)に

おいて議論 s 
知事に対する提言がまとめられた

0住民の関心が高かった眼鏡橋の復旧
「長崎防災都市構想策定委員会』において
-元の場所に在置 防災と文化財保存

-両側にバイパス水路 の両立を図る

長崎防災都市構想策定委員会の提言
合的な治水対策の推進

-緊急治水ダム事業
.重要文化財眼鏡橋の現地保存と左右両岸暗渠バイパス設置
災害に強い基幹交通網の確立
・一般国道目見バイパスの整備
-園道34号長崎バイパスの4車線化
安全な斜面空間の創成

-土石流、地すぺり、急傾斜地の防災工事(進捗率12%)

.災害危険箇所の防災マップ等による公表

・危険地区ごとの土石流予警報装置(雨量計)の設置促進
安全で快適な街づくりの推進と都市基盤の整備
-既成の斜面市街地の避難路・避難地の整備、不燃化
・長崎市住環境整備方針
住民と行政が一体となった総合的な防災体制の確立
.自主防災組織の育成

2006年7月に完成した中島川両岸バイパス
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f.t長崎附市構想策定委員会の役割

目的:長崎経済の活性化、効率的な都市機能の発

揮、快適な住環境の整備、住民の総合的な

福祉の充実などに配慮した、長崎の特性を活

かした総合的かつ計画的な防災都市づくり

特色:地域代表の委員会参加

委員会の公開

ハードのみに依存しない対策の立案

中島川の現地復旧した眼鏡橋

長崎市斜面のまちづくりの説明会



大浦地区斜行エレベーター 畏崎市都市計画部提供

防災行政無線(同報系)奥山地区

土砂災害対策の経過(1)

1長崎豪雨災害(昭和57年7月)後 ソフト対策の始まり

(1 )総合土石流対策の推進 既成市街地対策

・ソフト対策の導入 家屋の移転困難

.土砂災害危険地の公表

-警戒避難体制

・土石流予警報装置

圃防災マップの作成

(2)土砂災害防止月間
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立山斜面移送器長崎市都市計画部提供

市 長崎豪雨災害の対策への反省

.被災者のメンタルケアの組織的対応なし

.被災者の生活再建への配慮の不足

.防災都市構想の進行管理がなかったこと

.地域住民の復興事業の関わりがうすかっ
Tここと

.斜面のまちづくりの支援策の不足

土砂災害対策の経過(2)

2広島災害(平成11年6月)後

・土砂災害防止法の制定

土砂災害警戒区域の指定

情報伝達・警戒区域体制の整備

(土砂災害警戒情報の新設)

土砂災害特別警戒区域の指定

特定の開発行為に対する許可制

建築物の規制

建築物に対する移転等に関する勧告



斗 土砂災害の主な前兆現象(1)
圃胆L

.土石流

・山鳴りがする

-急に川の流れが濁り，流木が混ざっている

.雨が降り続いているのに川の水位が下がる

.腐った土の匂いがする

.がけ崩れ

・がけに割れ目が見える

-がlすから水が湧き出ている

-がけから小石がぱらぱらと落ちてくる

-がけから木の根が切れるなどの音がする

土砂災害の主な前兆現象(3)

長崎市北陽町のがけ崩れ時の前兆現象

(1997.7.19) 

1.壁面の亀裂を発見(15日)

2.斜面からの落石が始まる(18日19時)

3.土の新鮮なにおいがした(18日)

崖崩れ発生(3:06)

自主避難

人的被害 O 

明
一↑

地震のしくみと被害

土砂災害の主な前兆現象(2)

-地すベり

・沢や井戸の水が濁る

B 地面にひび割れができる

.斜面から水が噴き出す

.家や擁壁に亀裂が入る

-家擁壁，樹木，電柱が傾く

|前兆現象 亡ゴ〉 避難体制を整える |

|主 土砂災害の主な前兆現象(4)

水俣市の土石流災害時の前兆現象

(2003.7.20 ) 

1.ガードレールに当たって上がる水しぶき
が赤く濁った泡であったこと

2.水の流れる音がいつもと違っていたこと
(石のぶつかる音がしなし、)

3.大雨の最中に水位が急激に低下したこと

自主避難土石流に対してなし

前兆現象の看板作成、ホームページ

への掲載、 NHKによる音の再現

フレート

地球の表面 〈コ 10数枚の岩盤(プレート)に覆われる

プレートの活動
海のプレートが陸のプレートの下に沈み込む

陸のプレートどうしがぶつかり合う→山脈、山地

火山活動
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地震観(1)

.地震は断層の活動である

断層運動

断層←ある面を境に両側の岩盤がずれ合って生じる

もともとくっついていたものがずれる→破壊

地下深いところで岩石が破壊され、破壊のショックが地中を
波となって伝わり、地表に達したときに地表にあるものを揺ら
す

地震の波が進む速さ Pi.皮(Primarywave)・・・ 秒速7km

5i.皮(5econdarywave)・・秒速4km

緊急地震速報で実用化

震度とマグニチュード(1)

-震度

地表で感じた揺れの強さを、気象庁や各自治体の観測点で

観測して発表される 胸 ffwww拘師陣叫嗣.jp/.醐畑刷醐仰 向

畳一4冒 喜界i祖

揺れによる被害(1)

-耐震基準
1950年 建築基準法 ー建築物の耐震基準

の設定

j} 1968年十勝沖地震

1971年 改正一建物の柱を強くする

ι978年明中 地 震

1981年 改正 壁の増量、土台の強化

1981年以前に造られた建物
「既存不適格」

合
日本の建物の約60%

1982年以降に造られた建物
ー「新耐震基準」
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地震観(2)

.地震は同じ場所で繰り返される

地震活動 本震 にゴ〉エネルギー放出亡ゴ〉次の地震を起こすための
余震 一---y 一---yエネルギーが溜まる

モコひずみが蓄積され、限界lこ達すると破壊d
周期的に地震が発生

震度とマグニチュード(2)

-マグニチュード(頭文字問で表現)

破壊の大きさの程度、つまり地震の規模そのものを表す尺度

関係式 log E = 11.8 + I.5M 

(Eはエルグ、エネルギ の単位ologは常用対数)

マグニチュードが1つ上がる『 エネルギーは約30倍に

「巨太地震JM7、8以上

M8クラスの巨大地震-vM7ヲラスの地震のおよそ30発分のエネルギー

ら阿6の地震の約1，000発分のエネルギー

揺れによる被害(2)

.兵庫県南部地震

‘建築物・土木僧造物の被害

倒壊 1

大破トの建物の70%以上が1971年以前に建造

中破 J

新耐震基準の建物一被害率は極めて小さかった

=二〉家屋・構造物の耐震診断

-家屋内の家具の転倒・落下による被害

ピアノが飛び上がり天井にぶつかる



主
阪神 E 淡路大震災における

鐘姓主制戸市内)の死因

M :r縛戸.肉、1)11<勘繰Jf邑TJf民..包..5:..~1_! 

|古 長崎付近の主な地震
発生した年月日

1657年1月3日

{明暦2.11.9)

1700年4月15日
(元禄13.2.26)

1725年11月日・9日
(享保10.10.4、5)

1730年3月12日

(事保15.1.24)

1792年5月21日
(寛政4.4.1)

1828年5月26日
(文政11.4.13)

1922年12月8日

(大正11)

1984年8月6日
(昭和59)

一主

震 源 規模 被 害 等

長崎 家の継目が口を開き、柱・壁が倒れる

壱岐対馬 1.17.0 村里石垣墓所』とごとく崩れる

肥前・長崎 1.16.0 諸所破煩多し

対馬 ところどころ石畳を損じる

雲仙岳 1.16.4 島原大変肥後迷惑死者15.000人

長崎 1.16.0 出島の石垣が刷れる

干々石湾
1.16.9、

死者26人、負傷者犯人(震度6)
1.16.5 

島原半島西部
1.15.7 小浜町で一部損壊53棟(震度5)

群発地震

地表における推計震度分布
L盛返ム裳訓i蝕溝北縁断層帯)
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広域火災の発生

問時多発火災 兵庫県南部地震時
真冬=コ〉暖房の使用=今 地震発生司 同時多発火災

-倒れた家が道路を塞ぎ、 消防車不通
・貯水槽の水を使い切り、 水がなくなる

・水利用の地下パイプが地震動により折損
通電火災(盲点) 日本で始めて顕在化

-地震の数時間後-4日後の火災

-地震で一旦停電し、再び電気が復旧したとき
に、地震時に使用していたストーブなど電熱
器具に通電し出火するケース
避難時にブレーカーを落とすこと

被害想定の元となった想定活断層

耐震化による人的被害(死者数)の軽減効果

.肉の総人ロ ゆ拡鍵>3人

亮.仏l

l ........ ・鍋.嶋. "・
虫盟 酷

r..r..，. 団日時】

憲他地溝北組断圃帯 m 178 137 初7 1，偶掲

'車t韻胤断崎層甫帯.と酉郁断層帯由連動 1，邸19 312 149 お4 2，1関

島庫沖断層群 25 3 8 1 15 36 

宿湾酋葡断層帯 141 110 3 1 42 127 

大村一読早北西村涯断層帯 Z謁 1関 33 1 52 424 

住宅の耐震化が被害軽減に効果大
耐震診断、耐震補強への支援

.創E

官置-惜4棺・車

鋪竃による
姐9・偶】

袋抱 総

757 民

2 9宮

1 93 

75 関



|帯

若い世代に期待すること

地域コミュニティでの耐震化促進の取組事例

(愛知)

'"矧では 大学の研究グループが絡調主の行致や各種団体 N PO. スコミ さらには住民との協働
のキットワークを広げ吏歳の場づく内 啓発機会の盆χを通じて 耐震化の匝浪に取り義んでいる.

こうした情"が士国で展開きれることが望まれる.

資事時 名古里大学構和神主教唆さ量供
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ー| 地域コミュニティ防災への多様な主体の
ー『圃r参加Jd車樺
圃~

|聖 最後に

-防災には若い世代参画が必要

多様な世代、 職域の参薗と連携

災害時要援護者の避難対策

-必要な工学技術の活用
工学技術を社会技術lこ(災害の再現、動くハザード

マップ、避難支援機器等)

・防災士の資格取得
(他大学で実施中、防災関連科目の取得で受験資格付与)

災害時のリーダー

ボランティアに大学から被災地に派遣



「安全・安心教育特別講義j についてのアンケート集計結果

あなたの学年を教えて下さい。

1年 O 
2年 116 
3年 32 
4年 12 
修士 1年
修士 2年 O 

博士課程 O 

所属している学科を教えて下さい。

機械シスァム工学科 49 
電気電子工学科 22 
情報シスァム工学科 34 
構造工学科 11 
社会開発工学科 17 
材料工学科 9 
応用化学科 8 

1.安全・安心教育特別講義の目的は理解できた。

そう思う 44 
どちらかと言えばそう思う 83 
どちらとも百えない 23 
どちらかと百えばそう思わない 6 
そう思わない 2 

アンケート実施日:平成22年5月11日(火)
対象:工学部2年生
回答者:162名

あなたの学年を教えて下さい。

所属している学科を教えて下さい。

応用化学科

安全・安心教育特別講義の目的は
理解できた。

どちらかと
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2. 安全・安心教育特別講義を受講して，この講演会の目的を達成した。

そう思う
どちらかと百えばそう思う
どちらとも百えない
どちらかと百えばそう思わない
そう思わない

23 

75 
50 
8 
2 

安全・安心教育特別講義を受講して，
この講演会の目的を達成した。

3. 安全・安心教育特別講義の内容は興味あるものだ、った。

そう思う
どちらかと百えばそう思う
どちらとも言えない
どちらかと言えばそう思わない
そう思わない

4. 講義内容はわかり易かった。

そう思う
どちらかと百えばそう思う
どちらとも百えない
どちらかと百えばそう思わない
そう思わない

30 
64 
41 
15 
7 

28 
76 

39 
11 
4 

安全・安心教育特別講義の内容は
興味あるものだった。

講義内容はわかり易かった。
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5. 安全・安心教育特別講義によって，安全・安心への関心が高まった。

そう思う
どちらかと百えばそう思う
どちらとも百えない
どちらかと言えばそう思わない
そう思わない

42 
71 
34 
6 
4 

安全・安心教育特別講義によって，
安全・安心への関心が高まった。

どちらかと

6. 災害時の安全確保や安全・安心なものづくりは大変重要と思うようになった。

そう思う
どちらかと百えばそう思う
どちらとも百えない
どちらかと百えばそう思わない
そう思わない

60 
69 
26 
2 

災害時の安全確保や安全・安心なもの
づくりは大変重要と思うようになった。

7. 今日の講演は，工学部の学生である自分にとって役立つものであった。

そう思う
どちらかと百えばそう思う
どちらとも百えない
どちらかと百えばそう思わない
そう思わない

34 
73 
36 
9 
6 

今日の講演は，工学部の学生である自分に
とって役立つもので、あった。
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そう思わない
4出



8. 講義の内容は，周到に準備されていた。

講義の内容は，周到に準備されていた。

どちらかと

そう思う 40 

どちらかと言えばそう思う 65 
どちらとも百えない 37 
どちらかと百えばそう思わない 12 
そう思わない 3 

9.その他，感想、や気づいた点があれば記入して下さい。

-レジュメに載せてない部分が目立った。話が長く，聞く側としたらきついものがあった0

.一人で、ずっと話すだけなら時間配分を考えるべきだと思う。
-長い
・学生に話しているんですか?教授に話しているんですか?
.若い人の力がいることを知った。
・資料の半分くらいしか進んでいないから，もっと計画的に話しをしてほしかった。
-最近のエンジンは水が入ってもすぐに止まることはなくなったというのが気になった。吸気の方はサージ
タンクの形状や，パイピングの改良で少しは時聞かせぎが可能な気もするが，マフラーからの水の浸入は
防げるのでしょうか?マフラーにある程度の水が入ってしまうと排気が不可能になり，すぐにエンジンは
止まってしまうのではないかと考えてしまいます。電気系が死ななければハイブリッドカーと電気自動車
が最強かと。

-暑い暑い暑い。出席表は何の意味があるのか示されていないので，示すべきだと思う 0

・防災ポータルサイトのとき文字が小さく見えなかった。
-内容は豊富でしたが，時間内に収まるようある程度内容を取捨選択してもよいのではないかと思いました0

・父が「長崎大水害のときは大変だ、った」とは何度か聞かされていたのですが，どれほどのものなのか，ほ
とんど知らなかったので、それを知るいい機会となった。

-長崎には，高い坂にあるアパートなどに，柵が設置されていないなどがありました。建設前に，建築士や
市役所で危険な地域は確認すると思うのですが，見失っている所があるかもしれません。自然災害時に危
険な施設等は，その住民などで直接関わりのある人が平気」と考えても，周りの住民が検査をするよ
う呼びかけていく必要があると思いました。

-話す内容をまとめではっきりと話してほしい。
・長い。イライラした0

・数十年後に大地震が起こる予測があることを聞いて，将来について考えさせられた。
.90分では無茶とも言える量だったと思う。 18→10+8or 9十9に分けた方がいい気がした0

・3日間の食料を確保するというのは，少し面倒だと思ったが，必要性が理解できた。
「防災科学」の講義とほとんど一緒でした。最後の説明が早かった。

• JAPANは地震が多い固なのに死亡率が低い。雪害は高齢化により，お年寄りの死亡事故が多い。長崎は斜
面多いから危険。

-防災も病気の予防と同様に，未然にできるだけ予測し “まさか"ではなく“もしかして"の考え方で望
むべきと学んだ。

-災害がおこったときのまさか」ではなく「もしも」のつもりで安全確保をとっていきたい。
-災害対策として，工学の技術がとても大事なものであるということがわかった。今まではものづくり分野
にあまり興味がなかったけれど，この講演会に出席してすこし興味を持った。
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「安全・安心教育特別講義」についてのアンケート集計結果

アンケート実施日:平成22年5月11日(火)
対象:工学部教職員
回答者:19名

1.安全・安心教育特別講義の目的は理解できた。

安全・安心教育特別講義の目的は
理解できた。

そう思う 15 

どちらかと言えばそう思う 3 

どちらとも百えない

どちらかと吉えばそう思わない O 

そう思わない O 

どちらかと
言えば

そう思う
16覧

どちらとも
言えない

5見

2. 安全・安心教育特別講義を受講して，この講演会の目的を達成した。

安全・安心教育特別講義を受講して，
この講演会の目的を達成した。

そう思う 12 

どちらかと言えばそう思う 6 

どちらとも言えない O 

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない O 

3. 安全・安心教育特別講義の内容は興味あるものだ、った。

ま容内の

と

議
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日

川

口

ち

劃
た
ど
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つ

育
だ

教
の

心
も

{
女
る

.
あ

全
味

安
興

そう思う 15 

どちらかと言えばそう思う 2 

どちらとも吉えない

どちらかと百えばそう思わない

そう思わない O 

どちらとも
言えない

5% 

どちらカミと
言えば
そう思う

11切
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4. 講義内容はわかり易かった。

そう思う

どちらかと百えばそう思う

どちらとも百えない

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

15 

2 

O 

講義内容はわかり易かった。

どちらかと
言えば

そう思わない
5判

5. 安全・安心教育特別講義によって，安全・安心への関心が高まった。

そう思う

どちらかと百えばそう思う

どちらとも言えない

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

11 
6 

2 

O 

O 

安全・安心教育特別講義によって，
安全・安心への関心が高まった。

6. 災害時の安全確保や安全・安心なものづくりは大変重要と思うようになった。

そう思う 15 

どちらかと言えばそう思う 2 

どちらとも言えない 2 

どちらかと言えばそう思わない O 

そう思わない O 

災害時の安全確保や安全・安心なもの
づくりは大変重要と思うようになった。

どちらとも
言えない

どちかと
言えば
そう思う

11見

65 

11出



7.今日の講演は，工学部の教員である自分にとって役立つものであった。

そう思う 15 

どちらかと言えばそう思う 2 

どちらとも百えない

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない O 

8.講義の内容は，周到に準備されていた。

そう思う 12 
どちらかと言えばそう思う 4 

どちらとも言えない

どちらかと言えばそう思わない 2 

そう思わない O 

今日の講演は，工学部の教員である自分に
とって役立つものであった。

どちらかと
どちらとも 言えば

言えない fそう恩わない

どちらかと
言えば
そう思う

11目

5% -'--- 5出

講義の内容は，周到に準備されていた。

どちらかと
言えば

そう恩わない

11出

9.その他，感想、や気づいた点があれば記入して下さい。

-感動を禁じえない講演でした。
-地震予知，台風予知の進歩によって，災害が過去に比べてはるかに少なくなる一方で，体験の風化が
生じているというのに，皮肉なものだと感じた。こうした災害時には，公助は頼りにできないことも
理解でき，共助，自助の役割の大きさが重要であると実感できた。少なくとも 3日間は自助で生き抜
くしかないかも。緊急事態における人間の行動についての解説は興味深く聞いた。日頃からの訓練が
大切と思う。聴講者への質問を投げかけるなど，災害について考えられる講義であったら，もっとよ
かったのではなし、かと思う。双方向ではなく，一方通行で情報が流れた感じだった。

・公助，共助， 自助の意味と大切さがとても良く理解できた。
-もしかしたらの共助，自助意識が高まった。
-自然災害時の対応について大変勉強になりました。
-学生の雑談，集中力，予めクイズを与えるなど工夫を。

66 


	39
	40
	41
	42
	43
	44
	45
	46
	47
	48
	49
	50
	51
	52
	53
	54
	55
	56
	57
	58
	59
	60
	61
	62
	63
	64
	65
	66

